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不安だらけのマリー

　ここはハート王国。　ハート王国の王様は、心がホカホカあたたかい王様です。

　王様はある日、たくさんの国民をしょうたいして、おしろでコンサートをひらくこと

にしました。　人気のハート王国オーケストラや、ホカホカ合唱団がステージに立つこ

とになりました。　王様は、ほかにもだれか歌やえんそうを発表してくれる人がいない

かとさがしました。　すると、国民から、「マリーの歌がききたいなあ！」という声があ

がりました。

　王様はけらいにたずねました。「マリーというのはだれかね？」　けらいはこたえまし

た。「歌がとてもうまいとひょうばんの少女です。」「ほう！ それはぜひきいてみたいも

のじゃのう！」「しかし. . .」　けらいは顔をくもらせました。「いつも不安だらけだそう

で、コンサートに出てこられるかどうか. . .」「ほお。しかし、国民がききたがっておる。

なんとか来てもらえるとよいがのう。」　王様はマリーに手紙を書いて、コンサートに来

てくれるようたのみました。

　コンサートの日になりました。　マリーは王様の手紙をにぎりしめ、家の中に立って

いました。「王様がわざわざ、わたしにお手紙をくださったのだから、行かなくては。」　

でも、いろんな不安がむねの中にわきおこって、動けないのです。「もし、うまく歌えな

かったらどうしよう。　この服も、みんなにわらわれるにちがいないわ。　いや、その

前に、おしろにつくまでに、じこにあって、ケガをするかもしれない。　いえ、もしか

したら、わたしが家にいないあいだに、大じしんがおこって、家がくずれて、ペットの

ミャーミャがしんでしまうかもしれないわ。　そもそも、王様のお手紙もなにかのまち

がいで、『そんな手紙出したおぼえはない』なんて言われるんじゃないかしら。」　次か

ら次へと不安なことがうかび、時間だけがすぎていきました。　そしてとうとう、コン

サートの始まる時間になっても、マリーは「ああ、どうしよう、どうしよう. . .。」と言っ

て、家から一歩も出られずにいました。

　そのとき、「トントン」　家のドアをたたく音がしました。「マリー。わしじゃよ。王

じゃよ。」　王様のやさしい声が聞こえるではありませんか。　マリーはびっくりして、

ドアをあけました。　そこには、王様がニコニコして立っていました。「マリー。いろい

ろ不安なのかね？」　マリーは、目になみだをいっぱいためて、声をつまらせました。

「はい、王様. . .。　コンサートで歌わせていただきたいと思うのですけれど、いろんなこ

とが不安で不安で、ぜつぼう的な気分になってしまって、一歩も動けないのです。」「そ

うか、それは気のどくにのう. . .。」　王様は言いました。そして「マリー、不安を作り出

すのも自分。希望を作り出すのも自分じゃよ。」　そう言って、マリーの手をとり、やさ

しく家からひっぱりだしました。「さあ、今から、希望を作り出しに行こう。」　王様は、

マリーといっしょに馬車に乗ると、おしろへと向かいました。

　おしろにつくと、ステージではホカホカ合唱団の合唱がおわったところで、ちょうど

マリーのじゅんばんにまにあいました。「さあ、マリー、ありのままのすがたでかまわん
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のじゃよ。全力で歌っておいで。」　王様はそう言って、マリーのせなかを押しました。

　マリーがステージにあらわれると、みんなが大はくしゅでむかえてくれました。　そ

のはくしゅに勇気をもらって、マリーはいっしょうけんめい歌いました。　そのあまり

の歌のうまさに、会場は「ほう. . .」と、感動につつまれました。

　そして、マリーが歌いおわると、大かんせいと大はくしゅの中、こんな言葉が聞こえて

きました。「まるで天使の歌声だ。心があらわれるようだったよ。」「わたし、とても悲し

いことがあったのだけど、マリーの歌をきいて元気になったわ。」「本当にすばらしかっ

た。明日からまたがんばれそうだ。」　マリーはむねがいっぱいになって、みんなになん

ども頭を下げて、ステージをおりました。　 そこに王様がニコニコしてまっていました。

「マリー、本当によかった。がんばったのう。」「王様. . .！」　マリーは言いました。「わ

たしの希望は、わたしの歌をきいた人が元気になることだって思いました。　これから

もっともっとじょうずに歌えるようになって、希望を作り出していきたいと思います。」

　それからも、マリーの心に不安なことがうかぶことはありました。　でも、1日 1日、

いっしゅんいっしゅん、みんなのよろこぶ顔を思いうかべながら、歌の力をみがいてい

きました。　すると、いつのまにか、不安は消え、希望でいっぱいになっていったので

す。　そして、マリーの歌はますます、みんなの心を打つようになっていきました。

　やがてマリーは、ハート王国でいちばんの歌手になりました。　王様もとてもよろこ

んで、年にいちど、おしろで「希望コンサート」というマリーのコンサートをひらくこ

とにしました。　マリーは王様へのかんしゃの気持ちをわすれず、毎年最高のコンサー

トをひらいたので、国民にも大人気のコンサートになりました。　マリーの歌をきいた

人は、どんな人も、希望でいっぱいになりました。　今日もマリーは、希望の歌声をひ

びかせています。
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